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近年、非平衡大気圧プラズマの医療分野や農

業分野での応用研究が盛んになってきている。

しかし、プラズマが生体に作用する機構につい

て、生物学的にアプローチした基礎研究は少な

い。我々は、プラズマ直接照射に対する細胞応

答機構を分子レベルで解明することを目標に、

モデル生物である単細胞真核生物の分裂酵母

Schizosaccharomyces pombe を用いて研究を進

めている。 

従来のヘリウムプラズマジェットでは、照射

点の温度が上昇し、分裂酵母実験に用いること

ができなかった。そこで、ペルチェ素子を用い

て導入ガス温度制御が可能な照射装置の開発

を行った。その結果、室温でのプラズマ照射が

可能になった[1]。この照射装置で、分裂酵母

細胞へプラズマを照射すると、局所的ではある

が、異常に伸長して増殖を停止する細胞が観察

された。異常に伸長する細胞は、プラズマ照射

した培地に、後から細胞をのせた場合でも観察

されたことから、細胞に対する直接的なプラズ

マの効果ではなく、間接的な効果によって細胞

が伸長した可能性が考えられた。過酸化水素を

液体培地中に添加して一晩培養した場合でも、

同様に細胞が伸長することが確認された。これ

らのことから、プラズマ照射によって生じた過

酸化水素等の活性分子種によって、細胞が異常

に伸長したのではないかと考えられる。 

現在、プラズマ照射の直接の影響を検討す

るため、増殖に影響が出る、より強い条件で

の照射を行い、RNA-seq法による網羅的な遺

伝子発現解析を進めている。この条件では、

前述した異常に伸長した細胞が見られた場合

とは異なり、照射した培地に細胞をスポット

しても増殖には影響が出なかったことから、

プラズマ照射による直接的な影響を調べるこ

とができると考えられる (Fig. 1)。 

Fig. 1 Growth inhibition by direct irradiation 

 

また並行して、分裂酵母細胞に多数回のプラ

ズマ照射を行い、何世代にも渡ってストレスに

さらされた細胞にどのような変化が生じてい

くかを追跡している。20 回の照射で、ストレ

ス感受性の表現型が観察された。今後も長期的

に照射を続けていく予定である。長期間に渡る

多数回の照射を行うことで、生物の進化の過程

を再現できる可能性が期待される。 
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